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林 良博 ･西田隆雄 (1988):ネパールの在

来家畜に関する研兜.ネパール在来山羊の遺

伝的変只性.耶80回日本畜産学会 (宋京 ).

7)庄武孝義 ･野揮 誹 ･川本 芳 ･足立 明 ･

杯 良何 ･西田隆雄(1988):ネパールの在来

家苗に関する研究.アジアゾウ校内の辺伝的

分化.那80回日本宵産学会 (東京 ).
8)庄武挙式 (1988):シェルパ族飼糞のヤク,

ウシ,それらの雑種の逓伝的変異性.在来家

畜研究会 (東京 )I.

9)峰滞 洞 ･八木欣平 (1987):ポ1)ビア産テ

ィティ(Callicebus)とホエザル (Alouat･

ta)の核型について.第3回日本詔長類学会

(大阪).

生活史研究部門

杉山執 ･森 明雄･宮藤浩子l)

研究概要

1)西アフリカの熱帯多雨林および乾換サバン

ナに生息する狭昇按の比較生態学

杉山幸九 ･森 明雄 ･大沢秀行 2)･三谷雅純 3)

中川尚史 ヲ)･室山泰之3)

カメルーン国南部の熱帯多雨林 ･カンポ動物保

軍区に同所的に生息し混群形成もするチンパンジ

ー,マンド.)ルおよび樹上性 ･半樹上性サル類5

種について,森林適応の観点から現地調査した｡

一方,同国北部の乾燥地カラマルエではパタスザ

ルの採食行動からみた環境適応を社会稲造との関

係において現地調査した｡これらを合わせて,各

種の社会構造にまでおよぶ行動様式の環境適応を

比較考察している｡

2)西アフ1)カ生息チンパンジーの行動生態学

杉山亭九 ･松沢哲郎1)･佐倉 統3)･ア.)-ス

マ-ガスパール3)

ギニア国ポッソウに生息する野生個体群を個体

識別の下に11年に及んで追跡し,社会行動と社会

稲造の変化過程を分析した｡一方,ギニア国全域

のチンパンジーの分布と生息個体数を明らかにす

る努力も進めている｡また,ポッソウで発見され

1)非常動詞師 2)社会研究部門

8)大学院生 4)心理研究部門

た石田使用を含む道央使用行動の技術 ･伝描 ･変

容を野外実験を含めて追跡 ･分析し,チンパンジ■

-の分布全域にわたろ文化国形成の理論化を進め

ている｡

8)ニホンザルの個体群動態および採食生儒学

的研究

杉山亭九 ･大沢秀行 ･中川尚史 ･佐打 統 ･

71)=スマ-ガスパール ･芝尻松子8)

大分県苗崎山の餌付け個体群を対象に採食丑と

繁殖成功度を示す人口学的パラメーターが17年に

わたって追跡記録され,パラメーター相互に強い

関係が明らかになったので頓次公表の準備を進め

ている｡また,宮城県金華山では季節変化による

食物供給とそれに対する採食方法の変化を.長野

県志賀高原ではハナレオスの群れへの接近状況か

ら雌の排卵期をめぐる両性間の繋荊城崎を探った｡

一方,社会部門と共同で所内放飼場若桜群におけ

る全ての性行動の追跡記録をとり,各性 ･各社会

的地位による繋殆敬略と実施成功度を明らかにし

つつある｡

4)動物における柾内子殺しの社会生態学

杉山率丸

ハヌマンラング-ルで応初に確認された野生動

物 (嘱乳類 )社会における校内子殺しの近因と遠

因,その相互関係を,野外調査を交えながら理論

的に考察している｡

5)ニホンザルのメスの噸位形成のメカニズム

の研究

森 明雄 ･泣辺邦夫6)

串良群におけるメスの頓位の変遷を経年 的

に分析し.順位がどの程度維持 ･継承されるのか

を調べた｡また家系噸位,姉妹間の噸位関係が,

川村の順位形成に関する仮説に従っているのかど

うかの検討を前年に引き続いておこなった｡

6)カメルーン国力ンポ動物保雷区における昂

猟の研究

額 明雄

カンポ動物保琵区では樹上性詔長照の研究を行

っているが,サイド･ワークとして.現地の人々

の生計活動の中で茄変な役割を占める跳馬猟の調

査を行ってきた｡矧 こ.斯道やそれを通過する動

物に対する現地の人々の認知隅造の分析を行っている｡

5)研修員

6) こホンザル野外祝祭施設
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ーミング行動一持続時間の分析.第3回日本

霊長類学会大会,詔長期研究8:173.

16)佐倉 統 ･沢口俊之(1987):表現型の階層

ネットワーク構造一行動の進化に関する概念

的モデル.荊31回日本生態学会大会,講演要

旨集 :181.

17)佐倉 統 ･巌佐 府 ･常田英士 ･長谷川寿-

(1987):ニホンザルのハナレオスは交尾期

のいつごろ群れを訪れるか? 第3回日本詔

長類学会大会,霊長類研究 3:150.

生理研究部門

大島 沼 ･目片文夫 ･林 基治 ･野崎頁澄･

mJ水慶子l)

研究概要

:1)マカクザル胎児の感覚系発選に関する生理

学的研究

大曲 約 ･TTJ水庄子

マカクザルの胎生各糊における感党系の発適を

1)教務職員,2)大学院生

f正気生理学的 ･生化学的に解明する｡

2)サルにおける銅付加子宮内避妊器具の選任

効果及び安全性

大畠 桁 ･治水慶子

8)ニホンザルの繋死期の季節性のメカニズム

の神経内分泌学的研究

大島 清

4)サルとヒトの比較セクソロジー

大島 清

5)血管平滑筋細胞膜の氾気生理学的研究

目片文夫

()パッチクランプ法による平滑筋細胞膜の

単一イオンチャネル昭流の熱力学的解析

li)血管内皮細胞により放出される血管弛綬

物質の細胞膜に対する作用授序の解析

6)サル脳内神経活性物質の個体発生

林 正治 ･山下晶子2iT7TJ水慶子

CCK-8のサル大脳皮質各領野の汲皮を胎生1皿

日,満軌 成体時で定穴した｡胎生120日でどの領

野においてもペプチドを認められ,洞mまで増員

するが,成体期では減少していた｡ソマトスタ

チンの発適を免疫紐柏化学法を用いて調べた｡胎

生120日より新生児に到るまで細胞数は増加した

が成体時では細胞数は急減していた｡この結果は,

以前のラジオイムノアッセイの結果と一致してい

た｡

7)サル脳内神経活性物質の分布特性

林 基治

神経成長因子(NGF)に対する抗血桁を作製し,

高感度エンザイムイムノアッセイ法を開発した｡

現在,サル中枢神経系における分布について検累

を開始した｡

8)詔長柄の生死1)ズムの発現機序

野崎共澄

霊長類の生殖])ズム,矧 ここホンザルの季節繁

殖t)ズムの発現機梢を明らかにするため,過去数

年間,人工気象室内でサルを飼召して,日長の単

独控作及び日長と環境温度の同時控作を行ってき

た｡現在,それらの血牧試料について,ホルモン

レベルの解析を進めている｡

9)詔良き訓こおける各班免控ホルモンと成長因

子の局在性

野崎真澄

インターフェロン.インターロイキン,血小板

由来成長因子,インス1)ン様成長因子等の免疫ホ
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